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１ はじめに 

  感染症がまん延している中で、災害が発生し、避難所を開設・運営するに当たって

は、新型コロナウイルス感染症がまん延したときに検討された密閉・密集・密接の３

つの密を避ける等の感染症対策を徹底する必要があります。 

  本マニュアルは、「北斗市避難所マニュアル」に記載していない、感染症対策を新

型コロナウイルス感染症がまん延したときの検討事項等を参考にまとめたものであ

り、「北斗市避難所マニュアル」と併せて活用し、感染症対策を徹底してください。 

このマニュアルは、現時点の状況を基にまとめたものであり、今後、必要に応じて

改正する可能性があります。 

 

２ 平時における準備 

感染症の対策をすることにより、準備物資の増加、派遣職員の増加、避難所収容人

数の減少、感染症対策に必要なスペース・ルールの検討等、所要が増えることが予想

されます。避難所の運営に関して担当する職員の知識・能力を向上するとともに、地

域住民の皆さんに協力をお願いし、訓練しておくことが、より重要になってきます。 

（１）感染症対応時の準備すべき物資 

  ア 個人としての準備すべき物資 

   □マスク □体温計 □アルコール消毒液 □ペーパータオル 

   □ゴミ袋 □除菌シート □筆記用具 □上履き（スリッパ） 等 

  イ 市としての準備すべき物資 

□体温計、非接触型体温計 □マスク □アルコール手指消毒液 

□フェイスシールド（ゴーグル、伊達メガネで代用可能） 

□感染防護衣（カッパ、ビニール袋（大）で代用可能） □ビニール手袋 

□除菌用アルコールティッシュ □次亜塩素酸ナトリウム液 □業務用タオル 

□ペーパータオル □ゴミ袋 □養生テープ □新聞紙（嘔吐処理用） 

□蓋付きゴミ箱（足踏み式） □バケツ、ポリ袋、レジ袋 

□簡易飛沫防止作成資材（ビニール、支柱、ガムテープ等） 等 

（２）避難所派遣要員の確保 

感染症対策のための受付や居住スペースを区分するとともに、一般（健常者）ス

ペースと体調不良者専用スペースの勤務者を兼務することは望ましくないことな

どから、通常（２名程度）より２～３倍の職員派遣が必要になると言われています。 

（３）各避難所の収容人数の見積・修正 

感染症がまん延した場合には、３密を回避するためソーシャルディスタンスを徹

底することが必要であり、従来の一人当たりの面積見積は２～３㎡（スフィア基準

では３.５㎡）ですが、各人・家族の間隔を２ｍ確保するとなると単純に見積もっ

ても、収容人数は、約１／２（パーティションを使用しない場合は約１／３）に減



2 

 

少すると考えられ、避難者数に対してスペースが不足することが予想されます。 

したがって、早期に避難所（宿泊施設や車中泊避難スペース等を含む。）を追加

開設できるように準備しておくことが必要です。 

※ 避難する際の分散避難への協力、ハザードマップ等の事前確認をお願いします。 

【分散避難（社会的距離を保った多様な避難）の一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）感染症を踏まえた避難所スペース区分の検討 

避難スペースの区分（一例） 

ア 体調が優れない避難者：体調不良者専用スペース  

・ 隔離の必要がある避難者の専用スペース(空き教室等)を施設管理者とあら 

かじめ検討します。 

・ 定期的な換気のため、窓が 1か所以上ある場所が望ましいです。 

・ 使用できる部屋はできるだけ多く確保し、使用する優先順位等を検討します。 

・ 導線は、一般の避難者とは可能な限り重ならないようにし、専用の階段やト

イレを確保します。 

イ 高齢者や妊産婦、持病がある方等配慮が必要な避難者：要配慮者スペース 

・ 高齢者や妊産婦等の感染リスクを減らすため、該当者の避難スペース(空き

教室や特別教室など)を施設管理者とあらかじめ検討します。 

準備ができない場合でも段ボールベッド・パーティション等を優先的に配分

して、健康悪化のリスクを軽減します。 

ウ その他の避難者：一般避難者スペース  

・ 避難者同士が密になることを避けるため、広いスペースを確保することが望

ましいです。(通常の居住スペースとして使用している体育館など) 
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【感染症を踏まえた避難所レイアウト（学校）一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※ 居住空間に入れる避難者は約１／３程度、

パーティション等を活用し世帯ごとに区分

しても約１/２程度と考えて下さい。（細部

はレイアウトを考察して確認して下さい。） 

【一般避難者（要配慮者含む。）スペース】 

【体調不良者スペース】 

一般避難者、要配慮者 

体調不良者スペース 

車中泊避難者スペース 

本部・受付スペース、情報掲示版 

飲食・娯楽スペース（談話スペース） 

更衣室（男女）、授乳室、食料・物資保管 

炊き出し、配食、医務（救護）室 

各種相談室、喫煙室、トイレ（仮説トイレ） 

ゴミ集積所 等 

立入禁止スペース 

職員室、校長室、

機会室、図書室

（２次被害回避）

等 

１階 

車中泊避難者ｽﾍﾟｰｽ 

一般・要配慮者スペース 

調理・配食 

ゴミ集積
所 

食事 

スペース 

ﾍﾟｯﾄ 仮設トイレ 

喫煙場所 調理室 
食料保管場所 
※家庭科室が

使用できない
場合は屋外 

※居住空間が不足する場

合は食事スペース、娯楽・
談話・相談スペースも居住
空間として使用 

救護室 
※保健室を活用 

保健室が使用で

きない場合は代

替の個室を準備 

生活用品配布・

充電スペース 

男性 

更衣室 

物資 

置き場 

女性 

物干し 

本部会議 
ｽﾍﾟｰｽ 

本部 

※女性更衣室は
授乳室を兼ねる 

物資 

保管庫 

女性更衣室 
事前
受付 

総合
受付 

情報 
掲示板 

トイレ 洗面 

保健室 

調理室 

相談・ 
談話室 

※ ２階を体調不良者用に使用することも可能ですが、体調

不良者以外に個室が必要な避難者の発生を予期して予
備の部屋を確保 

他市町村（観光客） 
その他、個室必要者等 

体調不良者、
濃厚接触者等 

洗面 
トイレ 

受付 

共用スペース 居住スペース 



4 

 

（５）感染症を踏まえた避難所ルールの検討 

【感染症を踏まえた避難所ルールの一例】 

感染症の拡大が心配されています。避難所で感染症が広がらないよう、ご協力を

お願いします。 

○ 個人が行う感染予防 

・ 避難所では、可能な限りマスクを着けましょう。（共用場所ではマスク着用

をお願いします。） 

・ 避難所や各部屋に出入りするときは、手指消毒をしましょう。 

・ こまめな手洗い、咳エチケットの実施を徹底しましょう。 

・ ３密を回避するため、他の避難者との距離を十分に保ちましょう。 

・ 体調がすぐれない方は、総合受付に申し出てください。 

・ 居住スペースの清掃・消毒は各人で行いましょう。 

 （毎日、定期的に検温等の健康セルフチェックを行ってください。） 

○ 避難所全体が行う感染予防 

・ 常に換気を行うため、窓や戸は開放します。（３０分に１回数分程度） 

     許可無く窓や戸を閉めないでください。 

・ 定期的に避難所内の清掃や消毒を行います。協力をお願いします。 

・ 発熱や咳、下痢や嘔吐等の症状がある方は別部屋に移動していただきます。 

・ 体調不良者専用スペースは立入禁止です。入所者に用件がある場合は本部に

お知らせください。 

※ 感染症拡大防止は通常から行っている事項を避難所でも実行することが必

要です。また、消毒・清掃等に多くの人手と時間が必要となることから、一般

避難者の方々に協力して頂くことが必要になります。通常の避難所運営に必要

なルールとあわせて周知・徹底してください。 
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３ 初動期の対応 

（１）避難所開設準備 

  ア 職員・施設管理者自身の健康チェック 

    万が一避難所開設や運営に当たる職員及び施設管理者が感染症に感染してい

た場合、多くの避難者に感染を広げてしまう可能性があります。 

    必ず参集前に検温するとともに、以下に該当する場合は参集を控え、他の担当

者や代わりの人に業務を依頼してください。 

   □ 発熱がある、又は微熱が続いている場合 

   □ 咳やくしゃみ、喉の痛み、呼吸苦、全身倦怠感等の症状がある場合 

   □ 嘔吐、吐き気、下痢の症状がある場合 

   □ 味覚、臭覚に異常を感じる場合 

  イ 避難所感染症対策物資の準備 

    避難所や市役所（備蓄倉庫）に備蓄している感染症対策物品を準備します。 

  ウ 「受付スペース」「一般避難者スペース」「体調不良者専用スペース」等の準備 

    避難所開設前に、事前に検討した部屋割り及びレイアウトをもとに「受付スペ

ース」「一般避難者スペース」及び「体調不良者専用スペース」を準備します。 

  （ア）受付スペース 

    □ 入口付近に「誘導」位置、「事前受付」位置、「総合受付及び記入スペース」

位置、「専用スペース受付」位置を設定し、必要な机・椅子等を配置します。 

    ※ 事前受付等を屋外に設置する場合で、風雨等により屋外で長時間避難者を

待たせることが適当でない場合は、テントの設営を検討します。 

    □ 机には飛沫防止対策のアクリル板（ビニール等による簡易防止を含む。）

等を設置します。 

    □ 入口から事前受付まで渋滞せず間隔をあけれるようにコーン等を利用し

てジグザクに通路を設置するとともに養生テープ、足跡の型等により２ｍの

間隔を保てる目印を提示します。 

    □ 事前受付から総合受付、専用スペース受付まで、避難者が迷わないように

養生テープ等で矢印を示し、各受付手前では２ｍ間隔を保持できるように、

養生テープ、足跡の型等で目印を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 ゴミ袋、突っ張り棒、養生テープ

で簡易的に作成した飛沫防止 
入口から事前受付までの間隔の確保 
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【感染症対策避難所受付レイアウトの一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    □ 誘導位置には、拡声器、消毒液、配布用マスク、事前配布用の問診表を準

備します。「入口」「感染防止（マスクの装着、消毒の実施、３密の防止）の

お願い」「問診表の確認」等の張り紙を掲示します。 

□ 事前受付位置には、非接触型体温計を準備します。 

    □ 総合受付には、「健康セルフチェックシート」「避難者個別カード」「避難

者台帳」「避難所ルール」「車中泊避難者用書類」筆記具（避難者のカード作

成分を含む）等を準備します。 

    □ 記入スペースは、避難者が密にならないように机・椅子を配置し、飛沫防

止処置を講じます。 

    □ 専用スペース受付には、体温計、「健康セルフチェックシート」「避難者個

別カード」「避難者台帳」「避難所ルール」筆記具（避難者のカード作成分を

含む）等を準備します。 

 

 

 

 

 
専用スペース受付 

（問診ができるよう椅子を準備） 
事前受付において体温測定 

切り込みにより感染防止 
誘導位置に消毒・マスク等を設置 
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    （イ）一般避難者スペース 

    □ 避難者が入る前に、事前に検討したレイアウトのとおり各部屋に養生テー

プ、毛布、ビニールシート等により、区画を明示するとともに、各区画に番

号を振り掲示します。 

    □ 通路を一方通行にする場合は、矢印を養生テープ等で標示します。土足禁

止場所を明確にし、土足禁止の標示を示すとともに、靴を入れるビニール袋

を備え付けます。また、消毒液、除菌シート等を設置します。 

    □ 明示した区画・番号を図面に落として入口付近に掲示するとともに、総合

受付に渡します。（総合受付は避難者の区割り振りに使用します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【一般避難者スペースのレイアウト】 

○ 床に養生テープ、毛布（アルミマット）・ブルーシート（仕切りマット）等を使用して区画する場合 

○ 簡易的なテント（パーティション）を使用して区画する場合 
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  （ウ）体調不良者専用スペース 

    □ 専用スペースの入口外側に「体調不良者専用スペース」の案内を提示しま

す。 

    □ 体調不良者専用スペースには、パーティションを設置し個室化し、務めて

段ボールベッド等を設置します。 

    ※ 家族（看護）スペースは一般避難者スペースと同様で可とします。段ボー

ルベッド（簡易ベッド）、パーティション（簡易テント）は体調不良専用ス

ペースを優先して設置しますが、少しでも多くの方が避難できるよう、一般

避難者スペース、特に要配慮者スペースに設置できるように努めます。 

    □ 一般避難者スペースと導線が努めて交わらないように工夫し、張り紙や養

生テープ等を活用して区分を明確にします。トイレや洗面所等も区分し、張

り紙等を掲示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【体調不良者専用スペースのレイアウト】 

簡易トイレ・給水タンクの設置 

感染防止用のパーティーション 
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エ 避難所開設・受付担当者の感染予防具の装着 

    避難所開設・受付に当たる職員、地域住民（自主防災組織・町内会等）、施設

管理者等は、避難所開設前に、担当する任務に応じた感染予防具を着装します。 

   ・ 担当する任務に応じた感染予防具は「避難所運営に当たり場面ごとに想定さ

れる装備」を参照にし、可能な範囲で装着します。 

【避難所運営にあたり場面ごとに想定される装備（参考)） 

以下を参考として、避難所の状況に応じて判断し、対策を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 感染予防具の装着・離脱手順は「感染予防具着装・離脱要領」を参照し、着脱

します。この際、努めて２人組を作って協力して着脱します。 

     ※ 避難所に備蓄する感染防護具には数に限りがあるため、ガウン・フェイ

スシールド等は、消毒・乾燥等の処置を施し、可能な範囲で再利用するよ

うにしてください。 

     ※ 汚染した場合は、適切に廃棄してください。 

【感染予防具着装・離脱要領】 

 「ガウンの着用方法」 

 

 

 

 

 

※１ フェイスシールド又はゴーグル。（目を覆うことができる物で代用可） 
※２ スタッフの個々が該当する内容に応じて使用する。（事前受付、専用スペース受付は着用） 

※３ 手袋を外した際には、手洗いを行う。使い捨てビニール手袋も可 

※４ 手袋を覆えるもの、使い捨て手袋、使い捨てビニール手袋も可（複数人での共用は不可） 

※５ 医療用ではないので、ゴミ袋での手作り、カッパでの代用も可 

※６ 保健・医療活動は、保健師、看護師、医師が行う。 

※７ 体液等で汚れた衣服、リネンを取り扱うものの装備 

※８ 撥水性のあるガウンが望ましい。 
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 「ガウンの脱ぐ方法」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ビニール手袋の 

  着用方法」 

 

 

 

 「ビニール手袋の脱ぐ方法」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポイント 

使用後のガウン表面は微生物に

汚染されている可能性があるた

め触れないようにします 

ポイント 

使用後の手袋は微生物に

汚染されている可能性が

あるため触れないように

します 
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オ 案内・注意喚起チラシの提示 

    避難所内における感染症対策を徹底するため、注意喚起のチラシをよく見える

適切な場所に、養生テープ等で掲示します。 

   ※ 避難所開設前に掲示が困難な場合は、入所受付、避難者名簿記入・受付、部

屋割り等の必要最低限の案内・チラシを掲示し、他の場所は避難所開設後人員

が確保できた段階で掲示します。 

（２）避難所開設 

  ア 野外における誘導等 

    入口は努めて一ヶ所（避難者把握のため）とし出口と区分します。要すれば誘

導員を配置して徒歩で避難してきた方は事前受付に誘導、車両で避難してきた方

は駐車場に誘導し、下車して事前受付に徒歩で前進するように指示します。（車

中泊避難を希望する避難者には総合受付で手続きをした後に車中泊駐車場に移

動。また、体調不良者の車中泊避難は衛生管理上の観点から原則禁止） 

  ※ 地震等の突発的な災害時には、事前の準備ができないことから、準備ができる

まで駐車場等の広くて安全を確保できる場所で待機してもらうとともに、安全点

検・受付準備等の支援を依頼します。 

 

【感染症対策避難所の一例】 
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  イ 入口の誘導 

避難者の体温測定、健康状態チェック、「一般避難者スペース」・「体調不良者専

用スペース」の割り振り等を実施する受付の設置場所を検討します。 

   ・ 事前受付は、感染の疑いのある避難者を早期発見し、他の避難者と分離する

役割を果たす重要な水際対策であることに留意します。 

   ・ 設置場所は、感染症のリスクを考慮すると避難所入口の外で屋根がある場所

が望ましいですが、北海道の厳冬期や大雨が降っている状況を考慮すると屋内

に受付を設置できるように準備しておくことが必要です。 

ウ 入所・受付で発熱・体調不良者が発生した場合の対応 

入所受付で３７．５度以上の発熱がある、又は健康セルフチェックシートに該

当項目がある避難者（濃厚接触者等を含む。）が受付をした場合は、速やかに次

の対応を取ります。 

・ 発熱・体調不良者の対応は、必ず感染防護具を装着した担当者が実施します。 

・ 事前受付で発熱・体調不良者が認知できた場合は、専用スペース受付に誘導

し、保健師等の専門的知見のあるものが問診等により症状、経過、既往症等を確

認します。（体調不良者専用スペースが複数（体調不良者、経過観察者等）ある

場合はどのスペースに入れるかを判断します。）その後、体調不良者専用スペー

スに案内します。 

・ 保健師等が不在の場合は、「避難セルフチェックシート」等に基づき細部の

症状を確認し、判断に悩む場合は災害対策本部に連絡し指示を仰ぎます。 

・ 症状が重い場合や濃厚接触者等（疑いを含む。）の場合は、速やかに災害対策

本部に連絡し、医療機関の受診・搬送、専用避難所への移送について調整するよ

う依頼します。 

・ 医療機関への搬送等の処置が行われるまでは、体調不良者専用スペースで待

機させ、他の避難者と接触させないようにします。 

・ 事前受付で専用スペース受付に案内された避難者で問診の結果、健康セルフ

チェックシートの該当項目が感染症に起因（もともと喘息等の既往歴がある等）

するものでなく、体調不良者専用スペースに入ることによりリスクが高まると

判断できる場合は、総合受付に誘導します。 

※ 避難所に保健師等の専門的知識を持った職員を配置できない場合は、滞在ス

ペース振り分けの一例等を参照して判断します。判断に悩む場合は、災害対策本

部に判断できる職員等を配置してもらい、電話（TV システム）等で対象避難者

の問診を行い、判断を仰ぎます。 
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【滞在スペースと区画の振り分けについて（一例)） 

滞在スペース 状 態 目安となる基準 

一般避

難者ス

ペース 

一般避難者
スペース 

一般の避難者 チェックシートでチェックが入らなかった人 

要配慮者のうち、一般の避難
者と同じスペースでの避難生
活に差し支えのない人 

避難所での生活で介助・介護が必要ない
人、介助・介護が必要でも家族とともに避難
している人で、本人の同意が得られる人 

要配慮者ス
ペース 

要配慮者のうち、一般の避難
者と同じスペースでの避難生
活に差し支えのない人 

避難所での生活で介助・介護が必要な人、
要配慮者スペースでの避難生活を希望する
人 

体調不

良者専

用スペ

ース 

体調不良者
スペース 

健康観察中の濃厚接触者 濃厚接触者欄にチェックした人 

発熱、咳の症状がある人 
体温が 37.5度以上、咳の症状がある人、チ
ェックシートに３項目以上該当のある人 

経過観察者
スペース 

発熱・咳の症状はないが、体
調不良を申告した人 

体温が 37.5度以下で咳の症状がなく、チェ
ックシートの該当が２項目以下の人 

家族（看護）
スペース 

体調不良者の家族（看護）の
人 

体調不良者の家族や看護をする人で本人
の同意が得られる人 

 

 

 

 

 

エ 総合受付～一般避難者スペースへの案内 

    事前受付で異常が認められなかった避難者は総合受付で必要な手続きを行い。

一般避難者スペースで待機します。 

   ・ 総合受付では、入所する避難者の氏名・避難する人員数等を確認し、記入す

べき「避難者個別カード（世帯ごとに１部）」「健康セルフチェックシート（避

難者全員）」を渡し、記入スペースで必要事項に記入するように依頼します。 

   ・ 世帯ごとに必要書類に記入していただいた後、総合受付に提出して頂き、記

入漏れがないかを確認します。特に避難所で感染者が出た場合等は連絡する必

要があることから、避難所個別カードの連絡先は必ず確認するとともに、要配

慮者スペースに入れるべき人がいるかを判断します。 

   ・ 事前に作成した図面に世帯主氏名を記入し、世帯主に待機するスペースを提

示します。この際、避難所ルールや感染予防に関する注意事項を説明し、併せ

て、掲示物等の確認をお願いします。 

   ・ 車中泊避難を希望する世帯に関しては、受付後に一般避難者駐車場スペース

から指定する車中泊避難者スペース（車両証明書に駐車位置を記載）移動する

ように案内するとともに、車中泊避難者に関する注意事項等を手渡します。 

   ・ 避難者個別カードの記載内容に基づき避難者台帳を作成するとともに、定期

※ 要配慮者には、高齢者、障害者等の他、健康セルフチェックシートの要配慮者確認欄においてチェッ

クが入った人も含みます。 
※ 要配慮者のスペースは本人（家族を含む）の意見をよく聞いて判断します。 
※ 濃厚接触者は、基本的には専用の避難所等に移動してもらいますが、一時待機が必要な場合は体調不

良者スペースで待機してもらいます。この際、他の避難者との接触は回避します。 
※ 家族（看護）スペースは、体調不良者の看護が必要な場合、体調不良者の子供等で他に面倒みる人が

いない場合、体調不良者の症状が感染症の疑いが強い場合等であり、本人（家族）の意見をよく聞い

て判断します。 
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的に避難所状況報告書を整備し災害対策本部に報告します。（避難者台帳等の

作成は体調不良者を含みます。） 

  オ 避難者数の管理 

    避難者台帳により避難者数を管理し、当該避難所の収容人数の半数（感染予防

を考慮した収容人数）を限度として避難者を受け入れます。 

   ・ 避難者が多数となり、収容者数の半数を超過することが予想される場合は、

早期に災害対策本部に連絡し、近隣の入所可能な避難所や避難所の追加開設を

依頼します。（災害対策本部は近隣住民への周知を含みます。） 

   ・ 収容者数が半数に達し、かつ、引き続き避難者が訪れる場合は、近隣の余裕

のある避難所の情報等を提供します。ただし、近隣の避難所も余裕がない場合

や風雨等により移動するリスクが高い場合は、でき得る限りの感染予防を行い、

共有スペースや車両で避難してきた方の一時車中泊避難等により、受け入れる

ことも検討します。 

 

４ 初動期以降の対応 

（１）避難所運営組織の編成 

   初動期以降は、避難者（住民）の協力を得て、避難所運営委員会を立ち上げ、「避

難所感染症対策チェックリスト」等を参考に感染症対策に留意しつつ避難所運営に

あたります。 

（２）「一般避難者スペース」における運営の留意点 

  ア 避難所全体の感染症対策 

    避難所全体として、次のとおり感染症対策を講じます。 

    ※ （  ）は担当する運営班 

  （ア）避難者の人権配慮（共通） 

     感染症のまん延により、避難者は強い不安を感じていますが、感染への不安

や恐れによって、避難所内で差別や誹謗中傷等の人権侵害行為が発生しないよ

うにします。 

  （イ）アルコール消毒液の設置（管理班、環境班） 

    ・ アルコール手指消毒液を各入口前、トイレ前、食事スペース等に設置する

とともに、設置場所には感染防止に関するチラシを掲示し、アルコール手指

消毒を含めた感染症対策への協力を促がします。 

  （ウ）出入り時の体温チェック（管理班） 

    ・ 総合受付において、避難所に人の出入りが

ある度に体温と体調の確認を継続します。 

    ・ 発熱者・体調不良者が発生した場合には、

入所受付時と同様の対応を取ります。 
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    ※ 事前受付は撤収し、総合受付は避難所の入所者を把握できる位置に変更し

て、避難所の入出等を管理しつつ、感染予防を実施します。 

  （エ）巡回チェックの実施（管理班、保健班） 

    ・ 職員、保健師、保健班が定期的に避難所内を巡回チェック（避難所感染対

策チェックリスト」を使用）し、避難所内の感染症対策、衛生管理等を確認

し、必要があれば是正、注意喚起します。 

  （オ）避難所全体での体調管理（保健班） 

    ・ 避難者全員に「避難者健康チェックシート」を配布し、毎日３回（朝・昼・

夜）の体温測定・体調確認を避難所全体で実施します。 

    ・ 実施にあたっては、拡声器でアナウンスするとともに、体温計を持参して

いない避難者に対しては、非接触型体温計をもって巡回測定をします。 

    ・ 体温の巡回測定と併せて、発熱がある、チェックシートの症状に該当項目

がある、体調が悪い等があれば、市職員等に速やかに申し出るよう周知徹底

します。 

    ・ 職員、避難所運営スタッフも同様に体温測定・体調管理を継続して行いま

す。 

（カ）換気の実施（管理班、環境班） 

    ・ 風雨、気温等の状況で支障がない場合は、

常時全ての窓を開放し、換気を行います。

（夏季に換気をする際は、網戸のない窓に

は簡易的な網戸などを準備します。） 

    ・ 常時開放が困難な場合でも、こまめに

（３０分に１回程度）換気を行います。 

    ・ 換気を行う際は、２方向の窓を同時に開けて行います。窓が一つしかない

場合は、ドアを開けます。換気扇がある場合は、換気扇と窓の開閉を併用し

ます。 

    ・ 施設にある扇風機を借用できる場合は、窓の方向に向けて空気を循環させ

ます。 

    ※ 室内の空気と外気の入れ替えを行っていないエアコンや暖房器具を使用

している場合においても換気は必要ですが、室内の温度等を踏まえて柔軟に

対応してください。 

（キ）トイレ使用時の注意点（施設班） 

    ・ トイレ使用時、履き物を履き替えられるよう、スリッパ等を用意します。 

    ・ タオルの共用を避けるため、手洗い場にタオルは配置しません。 

    ・ 洋式トイレ使用後は、ウイルス等飛散防止のため、便座のふたを閉じて流

すよう注意喚起します。 

簡易的な網戸 
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（ク）食料・物資配給時の注意点（食料班、物資班） 

    ・ 食料・物資の配給は、グループごとに配給時間をずらすとともに、２ｍ間

隔を空けて並んでもらう等、配給場所で避難者が密集しないように配慮しま

す。 

    ・ 食料・物資は、直接手渡すことなく、アルコール手指消毒をした上で、机

に置いたものを避難者自ら取ってもらうこととし、接触感染を防止します。 

    ・ 食事が終わった後のごみや残飯は指定した蓋付きのゴミ箱に回収するよう

に依頼します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食事スペース 入口 喫食場所 出口 

消毒後に食事を受領 飛沫防止処置、無会話 生ゴミ（左）、紙食器等（中） 

を捨て消毒（右）後退出 

食事が終了したテーブルは、次の喫食者が

座る前に消毒液等を使用して清掃 
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（ケ）避難所内の清掃・消毒（環境班） 

    ・ 清掃・消毒の際には、感染防護具を適切に着装します。 

    ・ 手すり、ドアノブ、スイッチ等の人が手を触れる箇所は適宜消毒します。 

    ・ トイレや洗面所は、１日最低２回の清掃及び消毒をします。 

    ・ 床の清掃は、埃（ウイルス）が舞い上がらないように掃除機やモップを使

うことなく、使い捨てシートを使用します。 

     ※ 清掃・消毒は人手・時間が必要です。避難者の方々に協力して頂くこと

が必要です。 

（コ）ゴミの回収・廃棄（環境班） 

    ・ 各世帯にゴミ袋（小）を配布し、空気を抜いて縛った上で、ごみの分類に

応じて共用のゴミ箱へ捨てるように周知徹底します。 

    ・ 特に使用済みのマスク、手袋等は、直接触れることのないよう注意して廃

棄します。 

    ・ ゴミを回収する担当者は、手袋、マスク、フェイスシールド等の感染防護

具を着装して回収にあたります。手袋、マスクを脱いだ後は、必ず石けんと

流水で手を洗った上で、アルコール手指消毒を徹底します。 

  イ 避難者各々の感染症対策 

    職員、施設管理者、避難所運営スタッフ等が中心となって、避難者各々に次の

感染症対策を実施してもらうよう、協力を依頼します。 

  （ア）マスク着用、咳エチケットの励行 

    ・ 避難所内では、原則マスクを着用して頂きます。特に共用スペースを使用

する際にはマスクを着けるように依頼します。（夏季、温度が高い場合等で

子供等の健康上の配慮から、マスクの着用を免除することも必要です。） 

    ・ 咳エチケットを励行します。 

    ・ マスク着用により熱中症の危険性が高まることから、「喉が渇いた」と感

じる前にこまめな水分補給と塩分補給をするよう注意喚起します。 

（イ）手洗い・アルコール手指消毒の徹底 

    ・ 「一般避難者スペース」からの出入時、トイレ後、飲食前後、マスク着脱

の前後、ドアノブ等の共有部分に触れた後は、こまめに実施します。 

    ・ アルコール手指消毒は、手を乾かしてから使用します。 

    ・ 手や腕で、無意識に目や口を触らないように注意します。 

    ・ 正しく手洗いを行い、タオルの共用は避けます。 

（ウ）ソーシャルディスタンス２ｍの確保 

    ・ 他の人とソーシャルディスタンス２ｍを努めて確保します。 

    ・ 特に会話や食事をする際には、２ｍ間隔を確実に空け、会話はマスクを着

用して行います。 
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  （エ）避難者各々による体調管理 

    ・ 毎日３回体温を測定して、チェックシートに基づき自己チェックを行い、

「健康状態チェックシート」に記録して頂きます。 

    ・ 発熱がある、チェックシートの症状に該当項目がある、体調が悪い等があ

れば、職員や避難所運営スタッフに速やかに申し出るように依頼します。 

    ・ 周りで体調が不良だと思われる方を見かけたときも、職員や避難所運営ス

タッフに速やかに申し出るように依頼します。 

（オ）食事時の注意点 

    ・ 食事スペースを確保している場合には食事スペース以外で食事をしない。

食事スペースを確保していない場合は各世帯の区画以外で食事を取らない

ように依頼します。 

    ※ 内閣府の資料では食事スペースを取ることは推奨していませんが、道の検

証では段ボールベッドに食事をこぼした場合における衛生悪化等を考慮し

て食事（飲食）スペースを確保するようにしています。（食事スペースをな

くすことで、接触防止、居住スペースの確保が考えられます。それぞれの避

難所の特性に応じて検討して下さい。） 

    ・ 「新しい生活様式」の実践として、対面での着座による食事を回避します。 

（３）「体調不良者専用スペース」における運営の留意点 

   「体調不良者専用スペース」においては、「一般避難者スペース」における留意

点を遵守することに加えて、次の点に留意して運営にあたります。 

ア 発熱・体調不良者の早期医療機関受診に向けた調整 

   ・ 発熱・体調不良者に対しては毎日定期的に専門的知識のある保健師等の問診・

診断を行うようにします。避難所に保健師等の専門的知識をもったスタッフが

いない場合は、災害対策本部と調整して保健師等の巡回診断、ＴＶ会議システ

ム等を活用した診断を調整します。症状が重い（重くなった）避難者について

は、早急に医療機関への受診や搬送、もしくは設備の整った福祉避難所等への

移動を災害対策本部と調整します。 

  イ 「体調不良者専用スペース」の運営従事者 

   ・ 「体調不良者専用スペース」の運営は、できるだけ限られた人員で行い、「一

般避難者スペース」の勤務との兼務は努めて実施しないようにします。 

   ・ 医療関係者が不足する場合は、災害対策本部に応援の医療従事者、保健師等

を派遣してもらえるように要請します。 

  ウ 発熱者・体調不良者への協力依頼 

    発熱・体調不良者には、次の点について説明し協力を求めます。 

   ・ 原則「体調不良者専用スペース」内の指定された場所に滞在し、「一般避難

者スペース」には入らないようにしてください。 
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   ・ トイレは「体調不良者専用スペース」用に指定したトイレを使用してくださ

い。（トイレを指定できない場合は、体調不良者専用スペースに設置した簡易

トイレを使用してください。） 

   ・ 常時マスク着用、咳エチケットの励行、手洗い、アルコール手指消毒の徹底

を行うとともに、他の人とは十分に距離を空けてください。 

   ・ 「避難者健康チェックシート」に沿って、体温・健康状態のチェックを１日

３回行い、症状に変化があった場合は、速やかに職員、担当スタッフに申し出

てください。 

  エ 食料・物資等の配給 

   ・ 食料・物資の配給は、避難者に取りに来てもらうのではなく、担当者が避難

者のところまで搬送するようにします。 

   ・ 個別のスペースには段ボールベッドで食事を取らなくてもいいように、努め

て机等を準備します。 

  オ 使用スペースの清掃・消毒 

   ・ 個室のスペースは避難者（使用者）が原則、清掃・消毒を行うように依頼し

ますが、症状によっては担当者が行うようにします。 

   ・ 個室のスペース以外は担当者が清掃・消毒を実施します。 

   ・ 症状が重い（重くなった）避難者が医療機関へ搬送された後は、使用したス

ペースを丁寧に清掃・消毒し、使用可能な状況にします。 

（４）避難所滞在者から感染者が発生した場合の対応 

   避難所滞在者が医療機関受信後、感染症に感染していることが判明した場合は次

のとおり対応します。 

  ア 濃厚接触者の早期割り出し、医療機関への受診 

   ・ 感染が判明した方の濃厚接触者に当たる避難者等がいるかを調査し、濃厚接

触者がいる場合は、早急に体調不良者専用スペースに移動させるとともに、他

の滞在者と可能な限り分離します。 

   ・ 災害対策本部に濃厚接触者の人数・症状等を報告するとともに、保健所と連

携の上、早急に医療機関を受診できる体制をとれるように要望します。 

  イ 使用スペース（共用スペースを含む）の消毒等 

   ・ 濃厚接触者が使用していたスペースは、災害対策本部の指導を受けつつ速や

かに消毒します。必要により消毒専門スタッフの派遣を災害対策本部に要望し

ます。 

   ・ 消毒が完了するまでは、当該部分の使用は避けます。滞在している避難者に

関しては、そのまま避難所において対応するのか、濃厚接触者以外を他の避難

所等へ移動するのかを災害対策本部と協議します。 
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（５）車中泊避難者への対応 

   避難所内での感染リスクを懸念して、駐車場等での車中泊避難を希望する避難者

については、次のように対応します 

  ・ 施設管理者と調整をして、車両相互の距離を十分に確保できる駐車場所を指定

します。この際、努めてアスファルトの駐車場を指定して、土・埃等が避難所屋

内へ入ってこないようにします。 

  ・ 他の避難者同様、「健康セルフチェックシート」「避難者個別カード」の記入や

「避難者健康チェックシート」による日々の健康状態の自己チェックを依頼しま

す。 

  ・ 定期的に巡回を行い、熱中症やエコノミークラス症候群について注意喚起を行

います。（冬期エンジンをかけて暖を取っている場合は、一酸化炭素中毒にも気

を付けましょう。） 

  ・ 食料・物資配給に係る情報提供を実施し、代表者に取りに来てもらうように説

明します。避難所内に入る際は、総合受付で体温測定及びアルコール手指消毒を

徹底します。 

  ・ 避難所外に出るとき、戻ってきたときには必ず総合受付のスタップに連絡する

ように依頼します。 

（６）区割りの見直し 

  ア 段ボールベッド、パーティション等の搬入に伴い、区割り（ゾーニング）の見

直しを行います。 

・ 当初は確実な間隔を確保し、養生テープ、毛布等で区割りを実施します。（一

般避難者レイアウト参照） 

・ 段ボールベッドが先に搬入にされた場合は、間隔を確保した状況を保持して

段ボールベッドを設置します。 

・ パーティションの搬入に伴い、本格的に区割りを見直し、確実な間隔の確保、

受入避難者の増加、共用スペースを広げる等、環境の改善を行っていきます。 

・ 段ボールベッドとパーティションは努めて同じ時期に搬入できるように調整

します。 

イ 避難者の減少に伴い、一般避難者スペース内の各世帯の区割りを見直し、区画

内や区画同士の間隔を広げたり、パーティションの配置を見直して、より３密を

避け、感染リスクを低減するよう検討します。 

（７）避難所の閉鎖 

   避難所閉鎖後は、原状復帰して返却する必要があることから、使用した部分の清

掃・消毒を職員・避難者等が協力して実施します。 
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避難所感染症対策のチェックリスト 

 令和  年  月  日（  ）            記入者 

 


